
クロアワビ肝膵臓からのセルラーゼcDNAのクロー
ニング

言語: Japanese

出版者: 水産総合研究センター

公開日: 2024-06-04

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 丹羽, 健太郎

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://fra.repo.nii.ac.jp/records/2006774URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution 4.0 International License.

http://creativecommons.org/licenses/by/4.0/


 - 21 -

 

 

 

 

  
背背景景・・目目的的 

１．アワビ類の漁獲量はピーク

時の 6,000 トンから 2,000 ト

ンに減少。 

 

２．大規模な人工稚貝を放流し

ているが、資源の回復に結

びついていない。 

 

３．幼生が着底してから数ヶ月

間の減耗が大きく、その原

因として、食性と餌料環境

の影響に注目した。 

 

成成果果 

１．液体クロマトグラフィーによ

りクロアワビ肝膵臓からセ

ルラーゼ(分子量64kDa)を
精製した(表1)。 

 
２．クロアワビ肝膵臓cDNAラ
イブラリーからセルラーゼ

遺伝子をクローニングし、

クロアワビのセルラーゼの

存在を明らかにした(図1)。 
 
 
 
 
 
 
 
波波及及効効果果               

１．アワビ類の発育段階における消化酵素遺伝子の発現の検出等に利用でき、アワビ類の初期の食

性を調査する上で有用な基礎的知見となりうる。 
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表１ クロアワビ肝膵臓からのセルラーゼの精製 

※1unitは1μMの基質を1分間に変化させる酵素量と定義。 

図１ セルラーゼcDNAの塩基配列とアミノ酸配列 


